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GX・エネルギー政策におけるDR政策の必要性

• 2050年CNの実現に向けては、S+3Eを大前提に、ベースロード電源として原子力の最大限

の活用および再生可能エネルギーの主力電源化が必要。

• 一方、長期固定電源※である原子力、太陽光や風力などの変動性再生可能エネルギーが共存す

るためには、DRに挙げられるカーボンフリーフレキシビリティの確保が必要。
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※ 長期にわたり安定的に運転を行うことで高いコスト競争力を発揮するという特性を持つ、地熱や原子力といった電源のこと。また、これらの電源は一般的に、短時間で出力を上げ下げ（負荷追従）することが技術
的に困難という特性があり、仮に停止した場合、再度運転させるまでに時間がかかるため、運転を再開するまでの間の電力需要を満たすためには、すぐに運転を再開できる火力で埋め合わせることとなり、結果とし
てコストやCO2排出量の増加につながる。
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（CO2を排出せずに電気の需給等を調整する機能）
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PR資料
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地域マイクログリッドとは

• 地域独立系統（マイクログリッド）は、地域内の電気や熱の地産地消を促進し、地域の効率的なエネルギー利用を可

能とするとともに、レジリエンス強化・地域活性化にも貢献。

• マイクログリッド内でエネルギーの需給を効率的に調整することで、混雑が懸念される送電レベルに流れる電力量が

低下すれば電力ネットワーク設備の増強に関する費用負担や時間の回避が可能。さらに、地方、特に長距離の送配電

線が敷設されている山間地等では、系統運用を効率化にもつながる。

• 経済性（系統線と区別した自営線敷設や蓄電池等の設備設置といった導入コストに加え、運営にかかる維持コスト）、

ノウハウ（運用上の関係法規への対策や系統からの解列・復旧方法といった技術的知見のみならず、一般送配電事業

者や地元自治体、需要家といった多様なステークホルダーとの合意形成にかかる知見の蓄積）が普及への課題。
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地域マイクログリッド構築状況（支援事業）

(株)ネクステムズ
・実施地域：沖縄県宮古島市
・発電設備：太陽光
・平常時：MG内需要家へ売電(余剰電力：沖縄電力(株)へ売電)
・災害時：来間離島振興総合センター(指定避難所)

旧来間小学校(指定避難所)
住宅、店舗 等へ供給

武蔵精密工業(株)
・実施地域：愛知県豊橋市
・発電設備：太陽光
・平常時：自家消費
・災害時：南稜地区市民館(第一指定避難所)

民家、商店 等へ供給

東急不動産(株)
・実施地域：北海道松前郡松前町
・発電設備：風力
・平常時：自家消費
・災害時：松前町役場(災害時重要拠点)

松前町民総合センター(避難所) 等へ供給
上野村
・実施地域：群馬県上野村
・発電設備：太陽光
・平常時：自家消費
・災害時：上野小学校(避難所)

給食センター(炊き出し施設) 等へ供給

京セラ(株)
・実施地域：神奈川県小田原市
・発電設備：太陽光
・平常時：自家消費(余剰電力：自己託送)
・災害時：小田原こどもの森公園わんぱくらんど

(応急仮設住宅候補地)
小田原市いこいの森(キャンプ場)
フォレストアドベンチャー(民間施設) 等へ供給

(株)関電工
・実施地域：千葉県いすみ市
・発電設備：太陽光
・平常時：自家消費
・災害時：いすみ市役所(防災拠点)

大原中学校(指定避難所)
東電PG大原事務所(災害時復旧拠点) 等へ供給

(株)阿寒マイクログリッド
・実施地域：北海道釧路市
・発電設備：バイオガス、太陽光
・平常時：自家消費
・災害時：徹別多目的センター(指定避難所)

酪農施設、民家 等へ供給

豊岡地域エネルギーサービス(合)
・実施地域：兵庫県豊岡市
・発電設備：太陽光
・平常時：自家消費

(余剰電力(株)アイ・グリッド・ソリューションズへ売電)
・災害時：神美台スポーツ公園管理棟(緊急避難所) 等へ供給
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地域共生型再生可能エネルギー事業顕彰制度とは

• 更なる再エネ導入拡大に向け地域の理解や連携が必要となる。地域共生に取り組む優良な事例を広く評価し、取組の

横展開を後押しするとともに、マークを付与・更新することにより、地域と共生した再エネ事業がより多く地域に定

着することを図るもの。

• 地域の実情に沿った評価をするため、評価プロセスに自治体の関与を求めることとしている。
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令和５年度 顕彰実績

• 令和５年度は６事業を「地域共生型再生可能エネルギー事業」として決定。

令和５年度採択案件一覧 地域共生マーク

事業名 事業者名 事業場所

地域資源(鶏糞)を用いた循環型エコシステム
みやざきバイオマスリサイクル

株式会社

宮崎県

児湯郡

川南町

地域バイオマス資源を活用したトリジェネ

バイオガス発電と排熱及びCO2を活用した

脱炭素型施設園芸

株式会社ビオクラシックス半田
愛知県

半田市

地元工務店と連携し民生部門の再エネ導入

促進と需給管理による電気代の安い町を目

指す「フリエネ」

株式会社エネファント
岐阜県

多治見市

風力発電×つがるの農業資源でつくる循環

型まちづくり

株式会社グリーンパワーインベ

ストメント

青森県

つがる市

地域共生型再エネ循環プロジェクト

『LED'S(Local Energy Direct Supply)』
株式会社アズマ

福岡県

八女市

再エネの地産地消と地域間流通による地域

共生エコシステムe.CYCLE(いいサイクル)
株式会社まち未来製作所

茨城県

神栖市
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今年度の公募は7月22日（月）～10月4日（金）
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DR：家庭・業務産業用蓄電システム導入支援

出所：一般社団法人環境共創イニシアチブ（令和5年補正事業執行団体）HP https://sii.or.jp/DRchikudenchi05r/uploads/dr_ess_flyer.pdf
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DR：IoT化推進支援

出所：一般社団法人環境共創イニシアチブ（令和5年補正事業執行団体）HP https://sii.or.jp/DRIoT05r/uploads/iot_flyer.pdf
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スマートメーター活用に向けた支援

• スマートメーターによるリソースの外部制御や電力データの活用にかかる支援を実施。

スマートメーターを活用したDR 電力データ活用推進

検証箇所
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エネルギーシステムの構造変化
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